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落縁式行'"態度鼠蛾は危険物第 1類である政化性物質の僚理震に対する倣感性について危険性の害事価を実

絡する且験である.

落奪三実行匁感度認験は惚準開問との相対比鮫玖障であり. 111'信敏カリウムとIil綾~リウムを棟割償物質と

し，各々の50%爆点を求め，その落高から獄織物品を猷験して危険性の評価を実施するものである.

実昼食は槻期物質のlit的変化 担度変化と保存中の温度藍化に必付る50%織点及ぴ蝿発に重要するエネル

ギーの変動について災纏した.

その結果.底的宜化及び叡度変化については50%燥点等の宜動が顕著に現れ，保存中の温度宜化につい

てむま円 の・6・がみられた.

rhc Drop Ball Impact Sensitivity Tcst 1s a tcst mcthorl for oxidizing matcrials， which art' 

classified in Hazardous Materials Group l，for cvaluation of the danger of thcir sensitivity 10 rhc 

impact 

The Drop 8al1 [mpact Sensitivity Test ;s cond¥lcted as a relative compare tcSt of standard 

matcrials and sample materials， The standard material a陀 PotassiumChlorate and Potas...ium 

Nitrate. First出e叩%explosion阿 ntis obtained from the standard materials，dropping th酬 from

ccrtain height. Then，the sample materials are drop問 dfrorn the same heighr of the standard ma【erials，

and the danger of their sensitivity is evaluated 

We studied lhe change in the 50% cxplosion point and in the explosion energy，due to the changc 

;11 the Qua川 ity，granularity，andhumidity while preservation of the standard materials， ln the course 

of our study，we ob鑓 rveda notab怜 changein Ihe 50% expl国 自onpo;nt due to thechange in the Quanlity 

and g日 nularity，butwe observed only a little change in it due 10 the change in lhe humidity while 

preservatlon 

l はじめに

也険物の鼠厳ij ，危険物の性状及び訴験に聞す

る省令 {平成元年2月17日公布. 2年5月23日施

行I(以下院験省令という 1，により第 1安婦から第

6剣まで】4111鏑とその他第4鎖に 7極績の鼠験方

法がある.

これらの虫験方訟の信かには第 4績の引火点訳

験の一部を鰍いて隠とんどが新し〈 場入されたも

."，ニ研究屯

(46) 

のである.このため. 危険物判泌訴験及び~，認試

験に必嬰な文献や舗々のノウハウが非常に少ない.

当研究室でほ各々 の民載について像作上の問題

点 効 率 化 安 全 管 理 " デ タ のばらつきの原

因等を追求している.ここで1j，危険制第 l額の

落球式打思感度目駿について綴告する.

寵球式打隼感度獄験は酸化剤と可燃物との混合

物に衡感を与えて燭発の容易与によって敵化剤の

危験性を分実質するものである.ランク付りの領準

となるものは泡紫政カリウムと硝駿カリウムが選

れ.可燃剤として赤リンが選れた. 塩素Oi~ リ ゥ
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ムは1.4gの綱球による11¥1授打調書法。間殴カリウム

は鋼球261gの砥 I~打懲法によりー 40回のアップグ

ウy盗で日%鎌点を決定し.1え験物品が標期物R

より爆発し易いかJfかによってランク付りする方

惨である@

我々は傑~j物聞からデーターのばらつき. ~t丑

をできるだ吋少なくするためド記事項について災

磁を実施した.

2 実験項目

川県噌閥抗の情的宜化と赤リンにお 11る日%

傑点の倹討

(2) 栂明物質と赤リ Jの純度変化6こ釘げる日%

ま量点の検討

(3) 側惣物聞と赤リ Jの種目度変化におげる叩%

鎌点の械的

3 翼軸条件

(i) 肱験省農協

側厳締科学験被製作所製高略式打態態度以験I!I

型式KR S -RG -10師叩{写真 1参閉}

写真 l 高時打懸感度民験機

(2)環境宅の盟定

溢1.!I: 20~い 2 ・C. 地Itt却す 3%の縄問内に試

験環境を保符して実験を実施した.苫定はエ

(47) 

アコンと加泌総を使用した。

実施時期は10月下旬からはJl上旬に実絡し.

溢温度が上le唱団に返L益天候H叫に努めて実

施した.

日露球式行lI!紹直訴般機の設問位~!は， ドラ

フト内とし，倒珂11<ぴ前面"選別アクリル阪

で曲み，話料附入舗のみ間口部(]50X110輔}

を投11.爆発時の有'li傾を吸わないようにし.

上婦は聞歓としたo ('l}:l'( 2参照()

ドラフトによる微況は「蝉」による慢の排

気と渇極度の孤益に使用したが鋼球の務下郷

作時は運転を停止して笑属した.

写真2 落琢式打鍵感度担騎の実軸喝員長

(3) 縛準物質と赤リン

いづれもふるい阪とう栂て30分縦とうし、

選別したものを使mした.また.栂，i1l!物慣の

位Ilt変化の実酸についても.1，4訴事住金再選別

した むのを使用した.1安川

(4) 鋼球とコロ

制疎は fJeo)剣隙を使#1したが。位度変化

による50%提訴点を求める実軸について比 -

f部信何が向す5たり叉，低す5たりでi/I，正似

四%悌点が締結で主住いたの 他の同胤修鋼

球の 3 ， を似J川して~験を実施した圃 ( J< 2 ) 



表 l得準物質と赤リ ン

区 高 畠 l'ーヵー |嶋度l・・1• 度 1・君

輔副竹ムl帥僻1・附1，・l掴ー掴 a・l帥嗣耐畠

醐・9刊ゐ |時 閉 1""1"-1由ー掴..1 
削ン |組踊賓 1.附 1，・IJ8Il ".肝

表 2 掴琢と コロ

-雄主コー • • .a径 • • 岨置 崎h ・"品用圃嘩 L. . 7・ JIS-ト1珂，-，開Z

3. 0 r • • 踊画舟唱，.用圃噌 26] r ‘8・ . 
..=''' "同JIS-I-]耳障ー1町古

(51 その他

迭の測定は飲料の作り方，民料のコロへ

の凶〈位置など個人遣をがあるので 同一実施

者が 1臼単位で実験した.

その他については猷験省令に基づ〈 方法に

より実施した.

4 実験丑び結果

(¥1 傾車物貯の酒量的宜化と赤リンに"ける50%

胤点の検討

'IIl¥'I物質の均値泌駿カリウムについては2町

碗畿カリウムについては 5砲と同温の赤リン

を猷畿にとるが。 1物件の危険性評価をする

のに約(60自のぷ融回数を必要とする.このた

め回復により通説会ミクロスパーテルでとる

が到底的変化によ って鯛嫁の衝窓力は置わって

〈る.衝.tJf~る ことは50先鋭点に彰，があ

り 50%燥点.&ぴ燥発に要するエネルギー

がどのように変化するかを検討してみた.

者~，j宅酸カリウム又は碕殴カリウムと赤リン

の混合割合は l対 iとし，準家政均リウムに

あっては 1-6噂の6櫨111.倒酸カリ ウム‘と

あっては1.3. 5. 7， 9唱の5鍾知につ

いて爽施した.以験物品量の礁I!iは各測定開

始前に化学天符で必要量を実剥してから実験

に入り 実験中はミクロスパ テルで目視に

よワ適震をとり，鋼製コロ10-20伺同時に作

成し，測定を開始した.測定は有効回数40田

の湖定結果から却%111点を求め.各民験物品

量の50%鎌点会決定した.

(48) 

写真3 判定及び確盟民騎に用いる繊球

写真4 コロ と館料盆

禄制抑制盟 (51についてはJU!ti酸カリウム
(2~). 副館カ リウム( 5時}のみ.O.5S ~五

0_1 :五 25の範囲に入ったむ の を有効デ

ターとしたが，他のデ ターについては金て

有帥データーとした。阻駐'"回実施し，そ

の日%鎌点値を表 3.4且ぴ図1. 2に示す.

表 3 111察磁力リウム+赤リンの盤的変化
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表4 硝磁力リウム+寄りンの畳的霊化

厳国認1}・
1 

3 

5 

? 

9 

16 

1，:1 84 

拙"句UHOE4E 落羽{信咽H" -{9E・EJ"3 
楊槍偏差

温，t度》 温酎度} 
(s) 

.13 ミ:<1 1:<1 .，28 >10 50.5 

且82 '" 
1図 aωa >12 51.0 

.S9 1.16 国 Q ¥01 >1' ぬ‘

.9闘 g π 2調。 a信組 >1， '" ... 9n 国 a聞 21.1 50.1 

これより温紫餓カリウムと赤リノの混合物

については.2町の扱0)50%燥点が喬低〈

2噌より少htでも3<.股が多くても50%出掛点

は向くなり。更に惚m凶差もば勺つきが大き

い. ，"の震で50%鎌 点が高く なるのは温

紫盛カ リウムと可燃剤である赤リンの迎合状

程表直び上部コロの傾きが彫轡しているもの>

恩われる.
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3 

2 

~ • 

• Il~l日

・"珂u・3周目

o 
0235678910  

ぷ科i!'時}

国 2 硝酷カリウム+赤リンの2量的宜化

酎能力リウムと赤リンの混合物l叫!:;6.少"

い鰻50%~点はほし越が多くなるにつれて

50%燐点は高くなっている。惚蛾嗣~u この

位の鋸ではほとんど且喰内に入り大きな裁は

なかった.

(2) 偲t怪物質専の鮎度変化におげる鋤発エネル

ギーの検討

保利静物質の段段状態によって回先鋭山及び

爆発!こ憂するエネルギ がどのように危陸?主

将価に膨鳴するか拠験してみた.

相 l.(t1.1:泌謝殿カリウム及び間階カリウムと

もに74μm以下.74.......1日μm.150.......説"。μm.

300.......11帥μmの 4極鯛に嗣ふるも包で区別し

て実験 した.位置74μm以下の邸機倭カリウ

ムの~験については縦J.È嗣球1. 4g で 1150%

地点が日〈なりすぎて適正タデーターが得ら

れに 〈いため. J gj質球を!Ilいてw駿を実施

した.試験U各3回実纏し.災 5.6及ぴ国

3. 4に示した.



表 5 塩梁酷カリウムの組度変化による危険性
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この結果.塩ヨ将殿カリウムについては枝度

が網かい製50%織点が寓〈爆発にE更するエネ

ルギーが大きくなり .150pm以下になるとそ

• 

• 
• 
• 

• 1悶ロ

・ 2@~・3節目

• 
o "以下 九-'50 出炉、一双lO 300-1l飴

~ I!r (}I'叫

図3 泡素酸カリウム田粒度変化による危院佐

の置が桜端に現れる傾向を示した.2衣料の位

度が大きいと上部コロが下部コロとうまく亜

'<0 

'" 

'80 
E 

ならず，平行にならないために蕗琢の衝隼に且

が生じ.~iI隈偏差が大き 〈なるー因と 伝った.

逆に，萌殴カリウムは平均的に見ると制度

が細かい複回%燥点が低〈 。爆発に要するエ

ネルギーが小さいの日塩禦砲カリウムに比ぺ

それ程大舎な宜動ではなかった.

• • • - ーーーて
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• 
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図 4 硝圃カリウムの粒度宜化による危険性

(3) 標準物質且ぴ赤リンの湿度宜化におりる

臼%泌点の倹肘

組索俊カ リウム，耐厳カリウム及ぴ赤リ ン

をそれぞれ 5%. 20%. 50%の温度に保持し

た 4樋頒のデンケ タ に入れ 24時間以上

問状徹に放置したものを実験に使用した.実

厳重は温度20土2・c.温度目土 3%内で通常

の爆作方接で実絡した.

その結果合衆 7， 8 ~長び図 5 に示す圃

この結果 纏索隊カリウムは温度が布くな

るにつれて同%似点は上9.硝鍛カリウムは

温度にそれほ ど大き会彫"'''受付kい.むし

ろ，温度が高い程50%爆点は下がる.

(団)



ヨ提7 編集聞カリウふと春リンの置度宜化
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図 5 塩棄磁力リウム亙び硝酷力リウムと赤 'J

ンの温度変化

5 まとめ

これらの災験から硝耳された!μ引についてまと

めると次のと必りである.

111 纏紫綬カリ ウムと赤リyの批的変化につい

60 

(5]) 

ては，規定嵐である溢泉徴カリウム 2時・赤

リン 2昭が-ifi却%織点が低(， 2時より積

が多くても少"く ても日%爆点JjJ:-.外し.か

つ想現場偏置も大き <<よる.

121 蘭般カリウムと赤リンの録的変化について

は昆が多 〈 なるにつれてら0%燥1.i. I .:1~ <なる.

傑"'1届;gw:大きな霊化はない。

電'1

写真5 省案酷カリウム町軍碍式打lI!感度鼠鞍

131 括返却守徹~リウムは位.t!ltl'小さい判回%支援点

U向くな り.鎌発に要するエネルギーは制定

数¥ltISOμm来測になる と忽に筒〈伝る.特に

74μm以ドになると制定制球1.4gでは務日が

苅〈なり過!て測定でさない

{・1Ii'l!費カ，)ヲムは極点崎製カリウムとは逆にt<
度が小さい傑50%1U山は低〈とよる"i4μm以

上は大きな変化はないが74μm米訓Kなると

急に低下する.

間試験物品の位置変化による危険性評価にお

いても一般的iこ粒IJtの細かいもの紗危険性は

高いが，制限の大きい もの程危段位の(.~~、物

品もあるのでいちがいには胃えなL、
161 温度変化に よる~験では泡ぷ殿カリウム及

ぴ硝酸カリウムと も泌度の E鳴を受付。Ii由

が/.li(生れ1150%燐点l.liOi<なる聞向ーある

が， あまり大き合企化{よ仕，'. 

しかし 也のぷ開拘品以は吸様性の苅いも

UJιあるのでデシケーターの温度(j常に 厄

に白1符し， また~臨時 コ ロに赤リンと似合し

た後も山来るどり早 ( ftつ。 I~の検作Tl飢

で実施 Fる必要がある.



写真 6 一定温度におけるデソケーターでの保

存状斑

6 おわりに

落球式打2安感度試験は以厳実績者による人的彫

場.赤リンの経年変化による修"猷厳実施室の

温度， 湿度の相遣によるt:.~事は槻縫物賓と且験

開I'!の双方に同じ彫瞥をあたえ回%111点に変動

がある 6ずれども相対比敏試昼食のため危険物の危険

役将価には大き伝支隊はない.しかし.標準開買

の位皮状懸.銅製コロヘ戯せる猷料黛のばらつき

置にIIIlI'物質と試験物町の保存喝所の途U等に

よって危険性評価は異なって〈る.特に塩索般カ

リウム 4を槻準拘1'1とする50%爆点は鋼禄1.4gと

経最のため.~illlに吋する宜化が断警にあらわれ

(52) 

ている.

データーのばらつきを少な〈し.判官時趨正な危

険性解価~実施するためには標撒物買の組度を

t5O-300μmよりももっと 狭め212-250μmの納

ふるいを使用し選別したり.また依料l誌をひとつ

ひとつ軒続することが現兆的に闘機なため 計a
した見本を常に自虫色比鮫しながら爽施したり.

ミクロスパ テルを改造し適正貨が分取できるよ

うに寸る ことが必要である.更に鼠p&物品の盤11

についても 現在l180Jlffiの嗣ふるい通過物を猷

験に使用しているが。標章物質を倒に とっても大

きな穫があり，世験物品の粒Jj{を細か〈測定し，

f-ターのパックデ タ として配録して'"必

裂があろう.
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